
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

大井図書館に新しく入った本を紹介します！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新着資料 Pick up! 

ぼくだけのぶちまけ日記   

スーザン・ニールセン/作 長友恵子/訳 岩波書店  

ティーンズ 93/ニ 
 

兄が銃で事件を起こし、家族は崩壊寸前に。13 歳

のヘンリーは心の傷を抱え、引っ越した町でひっ

そりと暮らしはじめた。なのに、プロレス好きの学

校の友だちや、世話好きなアパートの隣人が放っ

ておいてくれない！残された家族の叫びと希望を

描く、カナダ総督文学賞受賞作。 

 

 

 

 

 

 

きみよみ通信 

君と読みたい物語 

 

大井図書館ティーンズコーナー 2020年 10月号 

「現代用語の基礎知識学習版  2020-2021」 現代用語検定協会/監修  自由国民社 
 

新型コロナウイルス、消費税引き上げとキャッシュレス決済、イギリスの EU離脱など… 

おさえておきたい一般常識や時事問題をコンパクトに解説！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

「わけがわかる中学英語」 学研プラス/編  学研プラス 
 

Canと be able toはどうちがう？英語には敬語がないってほんと？ 

中学校で習う英語の疑問を、クイズ形式で紹介！ 

ティーンズ  
89 

「ソルハ」 帚
はは

木
きぎ

蓬生
ほうせい

/著  集英社 
 

生まれた時からビビにとっては戦争が日常だった。 

家族とも離れ離れになる中、ビビは何を支えに生きぬいたのか。 

ティーンズ  
B 93/ハ 

「お庭番デイズ 上・下」 有沢佳
か

映
え

/著 講談社 
 

逢沢学園女子寮の寮生は、代々学園内でのトラブル解決に取り組んでいる。お庭番と呼ばれる 

情報収集役に選ばれたアス、侑名
ゆ き な

、恭
たか

緒
お

の３人。彼女たちのお庭番デイズの行方は…！？ 

ティーンズ  
93/ア 

ティーンズ  
03 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集資料 Pick up! 

私たちがティーンズ世代の時に読んでいたおすすめ本を集めました。 

館内では合わせて『私たちが子どもの頃に好きだった本』の POP展示も行っています。 

 

「現代語で読む野菊の墓」 

伊藤左千夫/作  理論社  

ティーンズ 93/イ 

十五歳の政夫と二つ年上の従姉・民子との間

に芽生えた淡い初恋は、世間体を気にする大

人たちに隔てられ、二人は離ればなれになっ

てしまう。江戸川の矢切の渡し付近の静かな

田園を舞台にした恋物語の行方は…。 

名作を現代語で収録。 

 

貸出中の本は、予約をすることができます。 

予約用紙を記入してカウンターにお持ちいただくか、インターネットからも予約ができます。 

わからないことがあったら、図書館の人にお尋ねください。 

 

品川区立大井図書館  品川区大井 5-19-14 ℡3777-7151 

 

スマートフォン用 

OPAC 

 

読んでみませんか？ 

私たちが１０代の頃に読んでいた本 

10月の特集テーマは… 

「盲導犬クイールの一生」 

石黒謙吾/文  文芸春秋  

ティーンズ 36 

カモメが羽根をひろげて飛んでいるような模

様をつけて生まれてきたクイール。盲導犬と

して短いながらもパートナーに寄り添い、そ

の後デモンストレーション犬として盲導犬の

普及に努めたクイールの生涯を優しい写真と

文章で綴った一冊。 

 

「レインツリーの国」 

有川浩/著 新潮社  

ティーンズ B93/ア 

きっかけは中学生の頃に読んだ忘れられない

本。ふと、他の人の感想が知りたくなった伸行

が辿り着いたのは、「レインツリーの国」とい

う名のブログ。管理人のひとみとメールを交

わすうちに、彼女に会ってみたいと思う伸行

だったが、彼女にはある秘密があり……。 

 

「キノの旅 the Beautiful World」 

時雨沢
し ぐ さ わ

恵一 /著  KADOKAWA  

ティーンズ B93/シ 

言葉を喋る二輪車のエルメスと共に旅をして

いるキノ。旅のルールは、特別な場合を除いて

1つの国に滞在するのは 3日まで。「人の痛み

が分かる国」「大人の国」「平和の国」……様々

な国で独自の文化に触れながら、今日もキノ

は旅を続ける。 

 


